
平成２８年度 第６回理事会

日 時：平成２８年９月９日（金） １５：３０～１６：３０

場 所：特別会議室（つくば市）

Ⅰ．報 告

１．平成２７年度における業務の実績及び第３期中期目標期間における業務の実

績に係る評価結果について

２．平成２８年度の会計監査人の決定について

３．平成２８年度森林総合研究所関係補正予算案の概要について

４．平成２９年度森林研究・整備機構関係概算要求の概要について

５．森林整備センターの平成２７年度収穫・販売実績について

６．その他

（１）今後の行事予定について

（２）主要行事
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理 事 会 資 料

平成 2 8 年 9月 9日

平成２８年度の会計監査人の決定について

本年度第４回理事会において、平成28年度会計監査人候補者の農林水産大臣

への選任請求について承認を得て、手続を進めてきたところ、先般、農林水産

大臣から選任請求どおり会計監査人を選任したとの通知があったのでお知らせ

します。

記

平成28年度会計監査人 有限責任監査法人トーマツ

Ⅰ－２

-　4　-



-　5　-



国立研究開発法人森林総合研究所災害復旧事業
（国立研究開発法人森林総合研究所施設整備費補助金）

【１，０５０百万円】

対策のポイント
熊本地震により被災した国立研究開発法人森林総合研究所九州支所（熊本

市）及び九州育種場（合志市）の研究施設、研究設備の修繕や更新等を実施

します。

＜背景／課題＞

・国立研究開発法人森林総合研究所九州支所及び九州育種場は、林業の成長産業化を支

える重要な研究を担っています。

・平成28年熊本地震により、九州支所及び九州育種場においては、壁のひび割れや天井

の崩落により立入禁止の措置がとられている研究施設があるほか、研究設備が破損し

たため、重要な研究の一部が実施できない状況となっています。

・九州支所及び九州育種場の研究施設、研究設備等の復旧事業に速やかに着手し、一刻

も早く研究を再開させる必要があります。

政策目標
安全な研究環境を整え、林業の成長産業化を支える重要研究を再開させ、

林業振興に貢献

＜主な内容＞

国立研究開発法人森林総合研究所災害復旧事業 １，０５０百万円

（１）九州支所の施設、設備等の復旧
特殊実験棟の建替、研究本館他９施設の修繕、恒温恒湿装置他10設備の更新・

修繕等を実施します。

（２）九州育種場の施設、設備の復旧
研究実験棟他６施設の修繕、画像解析設備他３設備の更新を実施します。

補助率：定額

事業実施主体：森林総合研究所

［お問い合わせ先：林野庁研究指導課 （０３－６７４４－２３１２）］

［平成28年度補正予算の概要］

20■
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国立研究開発法人森林総合研究所　森林整備センター

金額(A+B+C) 伸率

百万円 百万円 百万円 百万円 ％

水 源 林 造 成 事 業

国　庫　補　助　金　等 25,331 50 4,501 29,882 118.0

借　　　入　　　金 6,200 － － 6,200 100.0

  財政融資資金借入金 6,200 － － 6,200 100.0

幹線林道事業移行円滑化対策

　

　森林整備・保全費

　

　　幹線林道事業移行円滑化対策交付金 125 － － 125 100.0

放射性物質対処型森林・林業復興対策実証事業

　

　森林整備・保全費 （注） （注）

　

　　水源林復興促進対策費補助金 37 － － 37 100.0

（注）　復興庁予算として計上

(平成28年8月24日閣議決定)

＜非公共事業＞

28年度改予算額

＜公共事業＞

平成２８年度水源林造成事業等予算の概要（第2次補正追加）

区　　　　　　　分
28年度予算額

金額（Ａ）

熊本地震復旧等
予備費

金額（Ｂ）

28年度2次補正

追加（Ｃ）
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国立研究開発法人森林研究・整備機構※研究・育種勘定運営費交付金

【１０，１５８，３８１（１０，１８５，２９６）千円】

事業のポイント

森林・林業に係る試験・研究や林木の優良な種苗の生産・配布等を行う

ことにより、森林の多面的機能の発揮や、林業技術の向上を図ります。

（国立研究開発法人森林研究・整備機構の業務）

・森林及び林業に関する総合的な試験及び研究、調査、分析、鑑定並びに講習等を

実施します。

・林木の優良な種苗の生産及び配布等を実施します。

政策目標

○森林及び林業に関する総合的な試験・研究及び林木育種事業を着実に

推進します。

○国立研究開発法人森林研究・整備機構の中長期目標を達成します。

＜内容＞

農林水産大臣から示された「中長期目標」を達成するため、我が国の森林・林業

の再生、地球温暖化の防止、生物多様性の保全等森林・林業分野における行政課題

に対応した試験・研究を実施します。

＜交付率＞

定額

＜事業実施主体＞

国立研究開発法人森林研究・整備機構

＜事業実施期間＞

平成28年度～平成32年度（５年間）

※平成28年５月の森林法等の一部改正（平成29年４月１日施行）により国立研究開発

法人森林総合研究所の名称を国立研究開発法人森林研究・整備機構に改称

［担当課：林野庁研究指導課］

［平成29年度予算概算要求の概要］
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国立研究開発法人森林研究・整備機構※施設整備費補助金

【２１９，２４０（２１５，２５４）千円】

事業のポイント

森林・林業に係る試験・研究や林木の優良な種苗の生産・配布等を行う

のに必要な施設の改善等を行うことにより、これらの業務の円滑な実施を

図ります。

（国立研究開発法人森林研究・整備機構の業務）

・森林及び林業に関する総合的な試験及び研究、調査、分析、鑑定並びに講習等を

実施します。

・林木の優良な種苗の生産及び配布等を実施します。

政策目標

○森林及び林業に関する総合的な試験・研究及び林木育種事業を着実に

推進します。

○国立研究開発法人森林研究・整備機構の中長期目標を達成します。

＜内容＞

北海道支所暖房設備改修、林木育種センター木材組織解析室改修（ゲノム育種推

進拠点施設整備）を実施します。

＜補助率＞

定額

＜事業実施主体＞

国立研究開発法人森林研究・整備機構

＜事業実施期間＞

平成29年度

※平成28年５月の森林法等の一部改正（平成29年４月１日施行）により国立研究開発

法人森林総合研究所の名称を国立研究開発法人森林研究・整備機構に改称

［担当課：林野庁研究指導課］

［平成29年度予算概算要求の概要］
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国立研究開発人森林総合研究所　森林整備センター

増(△)減額 伸 率

百万円 百万円 百万円 ％

水 源 林 造 成 事 業

国　庫　補　助　金　等 25,331 27,542 2,211 108.7
(一　　般　　会　　計） (24,845) (27,037) (2,192)
(東日本大震災復興特別会計） (486) (505) (19)

借　　　　入　　　　金 6,200 5,900 △ 300 95.2

  財政融資資金借入金 6,200 5,900 △ 300 95.2

計

国　　　　　　　費 25,331 27,542 2,211 108.7

借　　　入　　　金 6,200 5,900 △ 300 95.2

＜非公共事業＞

 幹線林道事業移行円滑化対策

森林整備・保全費

　幹線林道事業移行円滑化対策交付金 125 125 0 100.0

 放射性物質対処型森林・林業

 復興対策実証事業

農林水産業復興政策費
（注） （注）

　水源林復興促進対策費補助金 37 37 0 100.0

（注）　　復興庁予算として計上

＜公共事業＞

平 成 ２９ 年 度　水 源 林 造 成 事 業 等 予 算 概 算 要 求 の 概 要  

区　　　　　　　分 28年度予算額 29年度要求額
対　前　年　度

-　10　-




